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研究成果概要

本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、海面気圧、海上

風ベクトルを駆動力とした全球の地球物理学モデル(Inazu et al., 2012)を計算し、海底圧力計

に含まれる海洋起源の非潮汐成分を計算した。本研究では、海底圧力計に含まれる地殻変

動（SSE）成分と海洋起源成分を分離することで、地殻変動成分を精度よく推定することを目的

としている。地殻変動を推定するための手法として、(i)地球物理学モデルの計算結果から得ら

れる非潮汐成分を除去する、(ii)海底圧力の観測点間の差分をとる、が提案されている。(i)に
おいて、依然として水圧記録に含まれる地殻変動成分ではない成分の変動が大きいため、地

殻変動を精度よく求めることは難しい(e.g., Muramoto et al., 2019)。本研究では、(ii)を用いて、

ニュージーランドヒクランギ沈み込み帯における地殻変動の推定精度向上に大きく寄与した

(Inoue et al., in revision)。今後、(i)(ii)を組み合わせた手法によって地殻変動を推定する予定

である。
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